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は
じ
め
に

　

本
稿
で
紹
介
・
翻
刻
す
る
「
山
ノ
内
俊
温
公
越
國
大
浦
御
墓
参

道
中
日
記　

寛
政
十
戌
午
年
八
月
吉
祥
日　

山
ノ
内
藤
大
輔
家
臣

大
竹
門
蔵
扣
」（
金
山
町
教
育
委
員
会
架
蔵
、
大
竹
門
三
家
文
書
）

は
、
陸
奥
国
大
沼
郡
山
入
村
鮭
立
（
現
、
福
島
県
大
沼
郡
金
山
町
）

の
名
主
・
大
竹
門
蔵
が
、
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
に
会
津
藩
士
・

山
ノ
内
藤
太
輔
俊
温
に
随
行
し
て
、
越
後
国
蒲
原
郡
下
大
浦
村
に

あ
る
俊
温
の
七
代
前
の
先
祖
に
当
た
る
山
ノ
内
刑
部
太
輔
氏
勝
の

墓
に
墓
参
し
た
道
中
日
記
で
あ
る
。
本
史
料
を
含
む
大
竹
門
三
家

文
書
は
、
福
島
県
大
沼
郡
金
山
町
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
、
大
切

に
整
理
・
保
存
さ
れ
て
い
る
。
本
史
料
は
、
縦
十
四
．
五
㎝
、
横

三
十
六
．
五
㎝
、
表
紙
と
本
文
十
六
丁
か
ら
な
る
横
帳
で
あ
る
。

　

山
ノ
内
家
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
十
六
世
紀
末
ま
で
陸
奥
国
大
沼

郡
金
山
谷
と
陸
奥
国
会
津
郡
伊い

北ほ
う

郷ご
う

の
領
主
を
世
襲
し
た
家
柄
で

あ
る
。
天
正
十
八
（
一
五
八
九
）
年
、
奥
州
仕
置
の
た
め
に
所
領

を
逐
わ
れ
た
山
ノ
内
刑
部
大
輔
氏
勝
の
一
族
は
、
奥
会
津
と
越
後

の
国
境
山
間
部
の
村
々
に
土
着
し
た
（
入
広
瀬
村
教
育
委
員
会
、

一
九
七
九
：
一
七
一
頁
、
金
山
町
史
出
版
委
員
会
、
一
九
七
四
：

三
七
二-

三
八
九
頁
）。
氏
勝
の
嫡
孫
、
助
三
郎
俊
名
は
、
父
、
刑

部
朝
通
の
遺
命
に
従
い
、
明
暦
二
（
一
六
五
六
）
年
六
月
に
会
津

藩
に
仕
官
し
た
（
会
津
若
松
市
立
会
津
図
書
館
所
蔵
「
諸
士
系
譜

巻
之
二
百
五
、
山
ノ
内
滝
口
系
譜
」）。

　

陸
奥
国
会
津
郡
・
大
沼
郡
、
下
野
国
塩
谷
郡
の
一
部
を
含
む
南

山
御
蔵
入
領
や
越
後
国
に
住
む
山
ノ
内
家
家
来
衆
は
、
明
暦
二
年

以
降
、
連
判
状
を
提
出
し
て
、
若
松
・
山
ノ
内
家
と
会
津
藩
主
に

　
　
　
　
寛
政
十
年
「
山
ノ
内
俊
温
公
越
國
大
浦
御
墓
参
道
中
日
記
」

　
　
　
　
　
大
竹
門
蔵
扣

川
　
口
　
　
　
洋
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忠
誠
を
誓
い
、
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
、
俊
温
の
嫡
孫
・
大
学

知
通
の
も
と
に
、
日
光
口
の
五
十
里
方
面
や
八
十
里
口
の
下
田
方

面
に
出
陣
し
た
（
布
沢
、
一
九
八
八
：
六
五
頁
）。
江
戸
時
代
の

山
ノ
内
一
党
の
動
向
は
、
只
見
町
史
編
纂
委
員
会
『
只
見
町
史　

第
一
巻　

通
史
編
』（
二
〇
〇
四
：
六
六
〇-

六
六
八
頁
）、
金
山

町
史
出
版
委
員
会
『
金
山
町
史　

下
巻
』（
一
九
七
六
：
四-

十
五

頁
、
三
三
五-

三
三
六
頁
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　

山
ノ
内
家
に
関
す
る
研
究
は
、
向
井
新
兵
衛
吉
重
著
「
会
津
四

家
合
考
」
延
宝
元
（
一
六
七
三
）
年
、
横
田
三
友
俊
益
著
「
山
内

天
正
記
」
延
宝
五
（
一
六
七
八
）
年
に
遡
る
。
各
地
に
残
る
関
連

史
料
を
丹
念
に
採
訪
さ
れ
た
横
田
昌
男
氏
は
、
そ
の
成
果
を
『
会

津
横
田　

山
ノ
内
一
党
史
』（
一
九
六
六
）
と
『
会
津
横
田　

山

ノ
内
一
党
史　

補
遺
』（
一
九
七
八
）
の
二
著
に
集
約
さ
れ
た
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
史
料
を
発
見
さ
れ
た
の
は
布
澤
忠
夫
氏
で

あ
る
。
布
澤
忠
夫
（
一
九
八
八
）『
会
津
横
田　

山
ノ
内
一
党
史

研
究
ノ
ー
ト
』
は
限
定
出
版
で
あ
る
た
め
、
本
史
料
を
含
む
山
ノ

内
家
に
関
わ
る
貴
重
な
史
料
が
、
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
本
稿
で
は
、
金
山
町
教
育
委
員
会
の
御
快
諾
の
も
と
に
、
布

澤
氏
の
翻
刻
案
を
参
考
と
し
て
、次
の
視
点
で
史
料
を
紹
介
す
る
。

　

俊
温
の
墓
参
に
随
行
し
た
長
谷
部
忠
右
衛
門
は
、
会
津
郡
叶
津

村
名
主
と
叶
津
口
留
番
所
番
人
を
世
襲
す
る
家
柄
で
あ
る
。
文
化

元
（
一
八
〇
四
）
年
、
人
口
が
減
少
し
て
い
た
南
山
御
蔵
入
領
へ

の
移
住
者
引
き
入
れ
を
田
島
陣
屋
に
建
議
し
て
、
翌
年
か
ら
引
き

入
れ
を
始
め
た
。
田
島
陣
屋
は
、
忠
右
衛
門
を
「
越
国
者
引
入
斗

ひ
人
」
に
任
命
し
て
、
移
住
手
続
き
を
整
え
、
必
要
経
費
を
貸
与

す
る
こ
と
に
よ
り
、
引
き
入
れ
を
支
援
し
た
。
忠
右
衛
門
は
、
越

後
国
の
「
頭
立
候
者
」、
あ
る
い
は
下
田
郷
、
三
条
、
燕
、
地
蔵
堂
、

見
附
、
今
町
、
長
岡
、
栃
尾
谷
の
「
知
縁
寄
辺
之
方
」
に
移
住
者

募
集
を
依
頼
し
て
、
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
ま
で
に
越
後
国
な

ど
か
ら
約
百
七
十
人
を
引
き
入
れ
、
南
山
御
蔵
入
領
西
部
の
村
々

に
縁
付
か
せ
た
（
川
口
、
二
〇
〇
五
、二
〇
一
五
、K

aw
aguchi, 

1997

）。

　

本
稿
で
は
、
忠
右
衛
門
が
俊
温
の
墓
参
に
随
行
し
た
時
に
面
識

を
持
っ
た
可
能
性
の
あ
る
人
々
を
史
料
か
ら
抽
出
し
て
、
そ
の
系

譜
を
辿
る
こ
と
に
よ
り
、移
住
者
募
集
を
依
頼
し
た
「
頭
立
候
者
」

や
「
知
縁
寄
辺
之
方
」
が
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
の
か
検
討
し
た
い
。
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一
　「
山
ノ
内
俊
温
公
越
國
大
浦
御
墓
参
道
中
日
記
」
の
概
要

　

山
ノ
内
刑
部
太
輔
氏
勝
か
ら
七
代
目
の
子
孫
に
あ
た
る
山
ノ
内

藤
太
夫
俊
温
は
、
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
八
月
、
越
後
国
蒲
原

郡
下
田
郷
下
大
浦
村
延
命
寺
に
あ
る
氏
勝
の
墓
参
を
行
っ
た
。
俊

温
は
、
会
津
藩
士
・
山
ノ
内
助
三
郎
俊
重
の
長
男
と
し
て
、
安
永

七
（
一
七
七
八
）
年
に
生
ま
れ
た
。
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
七

月
、
俊
重
の
死
去
に
と
も
な
い
、
跡
式
知
行
百
石
、
外
様
組
付
を

拝
命
、
翌
年
か
ら
学
校
年
長
の
什
長
を
勤
め
、
墓
参
当
時
二
二
歳

で
あ
っ
た
。（
会
津
若
松
市
立
会
津
図
書
館
所
蔵
「
諸
士
系
譜　

巻
之
二
百
五
、
山
ノ
内
滝
口
系
譜
」）。

（
一
）　
墓
参
の
行
程

　

俊
温
に
は
、
大
沼
郡
大
塩
組
横
田
村
の
横
田
源
蔵
、
横
山
久
三

郎
、
瀧
澤
清
兵
衛
、
橋
立
村
の
長
谷
川
喜
右
衛
門
、
山
入
村
の
須

佐
喜
藤
次
、
大
竹
門
蔵
、
須
佐
玄
泰
、
大
塩
村
の
菅
家
太
郎
左
衛

門
、
大
石
組
本
名
村
の
渡
部
愿
総
、
会
津
郡
黒
谷
組
叶
津
村
の
長

谷
部
忠
右
衛
門
の
ほ
か
に
鑓
持
壱
人
、
立
笠
持
壱
人
、
挟
箱
持
壱

人
、
具
足
持
壱
人
、
草
履
取
壱
人
の
十
五
人
が
随
行
し
た
。

　

一
行
は
、
八
月
十
六
日
に
叶
津
村
の
長
谷
部
家
に
集
合
し
て
、

十
七
日
早
朝
に
叶
津
村
を
立
ち
、
中
ノ
平
村
と
入
叶
津
村
の
山
先

二
名
の
案
内
で
八
十
里
越
を
越
え
て
、
越
後
国
蒲
原
郡
吉
ケ
平
村

の
名
主
源
兵
衛
宅
に
泊
ま
っ
た
。
一
行
の
荷
物
は
、
会
津
郡
只
見

村
、
蒲
生
村
、
塩
沢
村
、
十
嶋
村
、
寄
岩
村
、
叶
津
村
か
ら
提
供

さ
れ
た
人
足
十
三
人
の
手
で
吉
ケ
平
村
に
送
ら
れ
た
。

　

十
八
日
に
は
、
葎
谷
村
に
あ
る
村
松
藩
の
口
留
番
所
で
長
谷
部

忠
右
衛
門
が
俊
温
一
行
の
墓
参
を
届
出
、葎
谷
村
の
淀
右
衛
門
宅
、

長
崎
村
の
吉
田
喜
右
衛
門
宅
に
立
寄
り
、
そ
れ
ぞ
れ
酒
肴
の
饗
応

を
受
け
た
。
つ
い
で
、
長
嶋
村
・
目
黒
藤
左
衛
門
の
仮
宅
で
昼
食

の
接
待
を
受
け
、
中
ノ
原
村
の
明
安
寺
へ
立
寄
っ
た
の
ち
、
蒲
原

郡
馬
場
村
の
目
黒
市
左
衛
門
宅
に
宿
泊
し
た
。
山
ノ
内
氏
勝
の
墓

守
を
世
襲
す
る
目
黒
市
左
衛
門
宅
に
お
け
る
歓
待
の
様
子
は
、

「
目
黒
市
左
衛
門
宅
御
着
被
遊
、
御
主
人
入
ノ
間
ニ
御
入
被
遊
と
ん

す
も
ふ
せ
ん
を
敷
御
着
座
被
遊
、
御
座
之
左
右
ニ
横
田
源
蔵
、
須

佐
玄
泰
、
ニ
ノ
間
ニ
ハ
各
々
連
席
ス
。
御
座
附
ニ
ハ
目
黒
市
左
衛
門

麻
上
下
ニ
而
の
し
三
方
を
捧
ク
。
次
ニ
市
左
衛
門
妻
、
同
娘
両
人
箱

入
之
菓
子
三
方
ヘ
の
せ
て
捧
献
ス
。次
ニ
伜
平
蔵
御
さ
か
つ
き
を
上
ク
。

御
吸
物
本
膳
二
膳
三
膳
引
落
茶
碗
森
、
品
々
こ
ん
立
ハ
別
帳
有
り
。」
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と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

十
九
日
に
は
、
下
大
浦
村
の
延
命
寺
に
あ
る
覚
翁
院
殿
前
四
品

一
山
了
心
大
居
士
（
山
ノ
内
氏
勝
）
の
墓
に
香
花
、
燈
明
、
供
物

を
あ
げ
て
参
拝
し
た
。
寺
僧
の
出
迎
え
を
受
け
、
延
命
寺
と
三
大

寺
に
参
詣
し
て
、
三
大
寺
の
覚
翁
院
殿
御
位
牌
の
間
で
俊
温
が
祭

文
を
誦
み
上
げ
、
馬
場
村
の
目
黒
市
左
衛
門
宅
に
宿
泊
し
た
。
俊

温
は
、
市
左
衛
門
の
進
言
に
よ
り
、
須
佐
玄
泰
を
使
者
と
し
て
地

蔵
堂
町
に
派
遣
し
て
、
富
取
金
蔵
後
家
を
見
舞
っ
た
。

　

二
十
日
に
は
、
籠
場
村
の
横
山
仁
兵
衛
宅
に
立
寄
り
、
加
茂
町

の
中
沢
太
郎
兵
衛
宅
で
昼
食
の
馳
走
を
受
け
、
湯
川
村
に
宿
泊
す

る
予
定
を
変
更
し
て
、
月
岡
村
の
須
佐
順
庵
宅
に
宿
泊
し
た
。
夜

に
入
っ
た
道
中
は
、「
加
茂
ゟ
高
挑
ち
ん
壱
は
り
月
岡
ゟ
高
ち
や

う
ち
ん
出
ス
。
高
挑
灯
弐
張
り
主
人
の
前
後
立
テ
、
手
ち
や
う
ち

ん
弐
拾
は
り
、
頃
茂
廿
日
の
よ
い
や
み
に
、
道
を
て
ら
し
志
ち
や

う
ち
ん
の
た
だ
日
中
の
こ
と
く
ゆ
ゆ
し
か
り
け
る
宿
入
な
り
。」

と
躍
動
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

二
一
日
は
、
如
宝
寺
村
の
大
桃
藤
右
衛
門
方
に
立
寄
り
、
見
附

宿
の
蔦
屋
惣
兵
衛
宅
に
泊
。
二
二
日
も
蔦
屋
方
に
宿
泊
し
た
。

　

二
三
日
に
は
、
杉
沢
村
の
矢
沢
忠
兵
衛
宅
で
菓
子
あ
ん
餅
の
接

待
を
受
け
、
烏
嶋
村
の
須
佐
八
右
衛
門
宅
で
昼
食
が
供
さ
れ
た
。

杉
沢
村
か
ら
烏
嶋
村
へ
の
道
筋
は
、「
ほ
ふ
き
を
以
木
葉
を
は
き
」

清
め
ら
れ
て
い
た
。
栃
尾
町
の
須
佐
弥
惣
右
衛
門
宅
で
茶
菓
の
馳

走
を
受
け
た
の
ち
、
役
僧
の
出
迎
え
を
受
け
、
原
村
の
善
昌
寺
で

覚
翁
院
殿
の
百
五
十
回
忌
の
法
要
を
営
み
、
同
寺
に
宿
泊
し
た
。

　

法
要
は
、「
此
夕
、
覚
翁
院
公
百
五
拾
回
忌
御
法
事
有
。
御
僧

三
人
誦
経
有
。
主
人
ニ
ハ
御
紋
附
に
か
た
ひ
ら
定
紋
附
之
麻
上
下

被
為
召
候
。
御
供
之
侍
皆
清
服
し
て
麻
上
下
主
人
客
殿
被
為
入
、

御
刀
ハ
須
佐
玄
泰
拾
得
を
着
シ
御
刀
を
持
主
人
之
左
後
ロ
ニ
座
ス
。

横
田
源
蔵
右
之
脇
ニ
座
ス
。
そ
れ
管
家
太
郎
左
衛
門
、須
佐
喜
藤
次
、

大
竹
門
蔵
、
瀧
沢
清
兵
衛
、
長
谷
川
喜
右
衛
門
、
長
谷
部
忠
右
衛

門
、
渡
部
愿
総
、
須
佐
八
右
衛
門
、
各
々
さ
け
刀
ニ
而
連
座
ス
。
同

須
佐
弥
惣
右
衛
門
、
矢
沢
助
左
衛
門
、
目
黒
文
左
衛
門
、
宮
嶋
仁

右
衛
門
、
山
内
忠
右
衛
門
、
同
忠
七
、
各
々
一
統
連
座
あ
り
。
御

経
終
て
御
志
や
う
香
被
遊
。
そ
れ
ゟ
座
付
次
第
ニ
御
志
や
う
香
た

て
ま
つ
り
本
座
に
帰
居
ス
。」
と
い
う
、
厳
粛
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

二
四
日
は
、
善
昌
寺
で
朝
の
法
事
を
終
え
、
寺
僧
、
原
村
名
主
、

目
明
し
の
見
送
り
を
受
け
て
、
横
根
村
の
布
沢
彦
右
衛
門
宅
に

泊
。
栃
尾
郷
か
ら
大
白
川
村
ま
で
は
、「
御
休
御
昼
御
泊
り
所
皆
ニ
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札
を
立
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
山
ノ
内
藤
太
夫
の
名
札
が
立
て
ら

れ
た
。

　

二
五
日
は
魚
沼
郡
大
白
川
村
の
浅
井
彦
九
郎
宅
に
宿
泊
し
た
。

二
六
日
に
、
人
足
三
十
人
余
り
が
道
路
補
修
す
る
な
か
で
六
十
里

越
を
越
え
、
峠
で
田
子
倉
村
、
石
伏
村
、
只
見
村
か
ら
派
遣
さ
れ

た
人
足
の
出
迎
え
を
受
け
て
、
会
津
郡
田
子
倉
村
の
皆
川
喜
平
治

宅
に
宿
泊
し
た
。
行
程
十
泊
十
一
日
の
墓
参
で
あ
っ
た
。

　

俊
温
は
、
横
田
源
蔵
と
須
佐
玄
泰
を
供
に
、
八
月
二
九
日
か
ら

黒
谷
組
只
見
村
を
出
発
し
て
、
山
ノ
内
家
の
旧
領
で
あ
っ
た
伊
北

郷
と
金
山
谷
の
村
々
を
順
村
し
た
。
伊
北
郷
か
ら
の
帰
路
、
九
月

七
日
に
は
、
大
塩
組
横
田
村
、
越
川
村
、
大
塩
村
、
田
沢
村
、
山

入
村
、
大
岐
村
の
六
カ
村
か
ら
二
百
人
も
の
人
々
が
、
和
泉
田
組

布
沢
村
ま
で
出
迎
え
た
。

（
二
）　
俊
温
の
墓
参
を
歓
迎
し
た
人
々

　

十
泊
十
一
日
間
の
墓
参
中
に
御
機
嫌
伺
い
の
た
め
、
山
ノ
内
俊

温
の
も
と
に
伺
候
し
た
山
ノ
内
家
家
来
は
、
随
行
し
た
十
五
人
の

ほ
か
に
、
次
の
三
十
人
近
く
に
の
ぼ
る
。

　

長
崎
村
の
吉
田
喜
右
衛
門
、
長
嶋
村
の
目
黒
藤
左
衛
門
、
萩
堀

村
の
横
田
半
左
衛
門
、
横
田
八
右
衛
門
、
横
田
吉
之
丞
、
横
田
七

郎
右
衛
門
、
馬
場
村
の
目
黒
市
左
衛
門
・
伜
平
蔵
、
目
黒
藤
十
郎
、

烏
嶋
村
の
須
佐
八
右
衛
門
・
伜
住
之
丞
、
月
岡
村
の
中
沢
佐
平
次
、

須
佐
順
庵
、
加
茂
町
の
中
沢
半
左
衛
門
、
中
沢
太
郎
兵
衛
、
中
沢

吉
之
丞
、
如
法
寺
村
の
大
桃
藤
左
衛
門
、
籠
場
村
の
横
山
仁
兵
衛
、

杉
沢
村
の
矢
沢
忠
兵
衛
、
田
代
村
の
山
内
忠
右
衛
門
、
山
内
忠
七
、

栃
尾
町
の
須
佐
弥
惣
右
衛
門
、
中
村
の
目
黒
文
左
衛
門
、
和
泉
村

の
宮
嶋
仁
右
衛
門
、
横
根
村
の
布
沢
彦
右
衛
門
、
大
白
川
村
の
浅

井
彦
九
郎
、
住
安
又
右
衛
門
、
田
子
倉
村
の
皆
川
喜
平
治
。

　

御
機
嫌
伺
い
で
き
な
か
っ
た
家
来
と
し
て
、
俊
温
が
使
者
を
派

遣
し
て
慰
問
し
た
地
蔵
堂
町
の
富
取
金
蔵
後
家
、
急
病
の
た
め
に

宿
を
提
供
で
き
な
く
な
っ
た
湯
川
村
の
吉
田
仙
蔵
が
い
る
。

　

山
ノ
内
家
家
来
以
外
に
、
俊
温
一
行
を
歓
迎
し
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
の
は
以
下
の
人
々
で
あ
る
。
吉
ケ
平
村
の
名
主
源
兵
衛
、

葎
谷
村
の
村
松
藩
口
留
番
所
番
人
、
淀
右
衛
門
、
中
ノ
原
村
の
明

暗
寺
役
僧
清
柳
軒
茹
川
、
下
大
浦
村
の
延
命
寺
寺
僧
、
上
大
浦
村

の
三
大
寺
寺
僧
、
見
附
宿
の
蔦
屋
惣
兵
衛
、
見
附
宿
の
町
役
人
、

栃
尾
町
の
町
役
人
と
目
明
し
、
善
昌
寺
の
寺
僧
、
長
岡
浪
人
宮
内

蔵
之
助
、
原
村
の
名
主
・
善
昌
寺
旦
頭
で
あ
る
内
田
惣
次
左
衛
門
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と
町
野
三
右
衛
門
。

　

ほ
か
に
、
八
十
里
越
の
荷
物
搬
送
の
た
め
に
只
見
村
他
六
カ
村

が
提
供
し
た
人
足
十
三
人
、
八
十
里
越
え
の
道
案
内
を
し
た
中
ノ

平
村
と
入
叶
津
村
の
山
先
二
人
、
加
茂
町
と
月
岡
村
か
ら
提
供
さ

れ
た
高
提
灯
を
立
て
た
人
々
、
見
附
宿
か
ら
駕
籠
を
担
い
だ
六
尺

者
、
六
十
里
越
の
道
路
補
修
の
た
め
に
大
白
川
村
が
提
供
し
た
人

足
三
十
人
余
、
田
子
倉
村
他
三
カ
村
が
提
供
し
た
迎
え
人
足
な
ど

も
俊
温
一
行
の
墓
参
を
助
け
た
。

　

俊
温
に
随
行
し
た
長
谷
部
忠
右
衛
門
は
、
墓
参
を
契
機
に
越
後

国
に
住
む
山
ノ
内
家
家
来
衆
を
は
じ
め
、
一
行
を
歓
迎
し
た
人
々

と
面
識
を
持
ち
、
親
睦
を
深
め
て
昵
懇
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

二
　
墓
参
後
の
長
谷
部
忠
右
衛
門
と
山
ノ
内
家
家
来
衆
と
の

交
流

　

俊
温
の
墓
参
か
ら
五
年
後
の
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
九
月

十
九
日
、
会
津
藩
地
誌
方
は
、
山
ノ
内
俊
温
に
家
来
筋
の
系
図
や

古
文
書
の
提
出
を
求
め
た
。
俊
温
は
只
見
村
名
主
・
管
家
喜
八
に

宛
て
た
十
月
付
け
の
書
状
で
、「
越
後
国
家
来
筋
之
者
共
へ
者
、

善
蔵
、
忠
右
衛
門
与
被
申
談
廻
文
を
以
な
り
と
も
其
方
よ
り
屹
度

被
申
通
候
様
可
被
取
斗
候
。
越
国
よ
り
書
出
可
然
廉
々
、
別
紙
目

録
之
通
ニ
候
（
布
沢
、
一
九
八
八:

一
〇
七
頁
）」
と
、
横
田
善
蔵

や
長
谷
部
忠
右
衛
門
と
相
談
し
て
越
後
国
家
来
に
連
絡
を
取
る
よ

う
指
示
し
て
い
る
。
管
家
喜
八
は
十
一
月
二
十
三
日
付
の
書
状
を

次
に
あ
げ
る
越
後
国
在
住
の
山
ノ
内
家
家
来
衆
に
廻
覧
し
た
。（
布

沢
、
一
九
八
八
：
一
〇
八-

一
一
〇
頁
）。

　

加
茂
町
の
中
澤
吉
之
丞
、
中
澤
半
左
衛
門
、
大
浦
村
の
目
黒
市

左
衛
門
、
月
岡
村
の
中
澤
左
平
次
、
須
佐
順
庵
、
永
島
村
の
目
黒

藤
右
衛
門
、
福
岡
村
の
目
黒
藤
十
郎
、
萩
堀
村
の
横
田
半
左
衛
門
、

横
田
八
右
衛
門
、
横
田
吉
之
丞
、
永
崎
村
の
吉
田
喜
右
衛
門
、
如

法
寺
村
の
大
桃
藤
左
衛
門
、
上
条
町
の
中
澤
太
郎
左
衛
門
、
横
場

新
田
の
中
丸
小
右
衛
門
、
須
佐
忠
右
衛
門
、
湯
川
村
の
吉
田
仙
蔵
、

尻
上
村
の
木
津
仁
左
衛
門
、
木
津
岡
右
衛
門
、
法
柳
村
の
中
澤
道

寿
、
杉
沢
村
の
矢
澤
忠
兵
衛
、
烏
嶋
村
の
須
佐
八
右
衛
門
、
矢
澤

助
左
衛
門
、
和
泉
村
の
宮
嶋
仁
左
衛
門
、
栃
尾
町
の
須
佐
弥
惣
右

衛
門
、
地
蔵
堂
町
の
富
取
長
左
衛
門
、
中
村
の
目
黒
助
左
衛
門
、

田
代
村
の
山
内
忠
左
衛
門
、
山
内
忠
七
郎
、
山
内
平
蔵
、
横
根
村

の
布
沢
彦
右
衛
門
、
大
白
川
村
の
浅
井
彦
九
郎
、
住
安
又
右
衛
門
。

　

右
の
三
十
三
人
は
、「
山
ノ
内
俊
温
公
越
國
大
浦
御
墓
参
道
中
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日
記
」
か
ら
確
認
で
き
る
山
ノ
内
家
家
来
衆
に
、
上
条
町
、
尻
上

村
、
横
場
新
田
、
法
柳
村
の
家
来
衆
を
加
え
た
構
成
と
な
っ
て
い

る
。

　

山
ノ
内
俊
温
の
嫡
子
・
治
部
泰
通
も
、
文
政
十
（
一
八
二
七
）

年
七
月
に
下
大
浦
村
へ
の
墓
参
を
行
っ
た
。
長
谷
部
忠
右
衛
門
は

俊
温
か
ら
書
状
を
受
け
取
り
、
六
月
十
二
日
付
の
書
状
で
泰
通
の

墓
参
を
蒲
原
郡
馬
場
村
の
目
黒
名
左
衛
門
と
烏
嶋
村
の
諏
佐
八
右

衛
門
に
連
絡
し
て
い
る
。
書
状
に
は
、「
当
七
月
中
下
大
浦
村
御

墓
参
り
幷
先
例
之
通
、
越
後
国
家
来
順
村
々
と
し
て
小
若
様
御
立

越
被
遊
候
趣
、
御
心
配
之
程
奉
願
上
候
」（
布
沢
、
一
九
八
八
：

五
九
頁
）
と
、
俊
温
の
墓
参
を
先
例
と
し
て
泰
通
の
巡
村
準
備
を

依
頼
し
て
い
る
。忠
右
衛
門
の
手
紙
を
受
け
た
諏
佐
八
右
衛
門
は
、

閏
六
月
二
十
三
日
付
の
書
状
で
栃
尾
郷
、
広
瀬
郷
な
ど
に
住
む
山

ノ
内
家
家
来
衆
に
泰
通
墓
参
を
通
知
し
て
準
備
の
相
談
を
し
て
い

る
（
布
沢
、
一
九
八
八
：
六
一
頁
）。
泰
通
の
墓
参
に
参
列
し
た

五
十
一
人
の
越
後
国
の
家
来
衆
は
人
名
帳
か
ら
確
認
で
き
る
。

　

越
後
国
在
住
の
山
ノ
内
家
家
来
衆
は
、天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）

年
九
月
十
五
日
、
泰
通
の
嫡
子
・
大
学
知
通
の
臨
席
の
も
と
に
、

上
大
浦
村
三
大
寺
で
山
ノ
内
氏
勝
没
後
二
百
年
忌
の
法
要
を
営
ん

だ
。
参
拝
者
五
十
一
人
は
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
の
人
名
帳
と

ほ
ぼ
重
複
し
て
い
る
（
布
沢
、
一
九
八
八
：
九
四-

九
五
頁
）。

　

十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
前
期
、
山
ノ
内
家
家
来
衆
は
山
ノ

内
俊
温
・
泰
通
・
知
通
の
越
後
国
蒲
原
郡
下
大
浦
村
延
命
寺
へ
の

墓
参
に
備
え
て
連
絡
を
取
り
あ
っ
て
い
た
。
八
十
里
越
を
挟
ん
で

越
後
国
蒲
原
郡
と
接
す
る
陸
奥
国
会
津
郡
叶
津
村
の
名
主
と
口
留

番
所
番
人
を
兼
務
す
る
長
谷
部
忠
右
衛
門
は
、
俊
温
の
墓
参
に
随

行
し
た
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
か
ら
山
ノ
内
家
家
来
衆
と
密
接

な
交
流
を
持
ち
、
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
か
ら
文
政
十

（
一
八
二
七
）
年
ま
で
の
間
に
、
若
松
・
山
ノ
内
家
と
越
後
国
に

住
む
家
来
衆
を
つ
な
ぐ
連
絡
網
の
要
の
地
位
に
上
っ
て
い
た
。

　
　

三
　
越
後
国
に
住
む
山
ノ
内
家
家
来
衆
の
系
譜

　

越
後
国
蒲
原
郡
、
魚
沼
郡
に
土
着
し
た
山
ノ
内
家
家
来
衆
の
な

か
に
は
、
肝
煎
、
庄
屋
、
組
頭
と
い
っ
た
村
役
人
を
勤
め
る
者
も

多
か
っ
た
。
蒲
原
郡
下
田
郷
で
は
、
馬
場
村
の
目
黒
家
、
塩
之
渕

村
の
皆
川
家
、
萩
堀
村
の
横
田
家
が
肝
煎
を
、
棚
鱗
村
の
目
黒
家

が
組
頭
を
世
襲
し
て
い
る
。

　
「
弘
化
三
丙
午
年
二
月　

鹿
峠
組
役
成
年
暦
書
上
帳
」
に
は
、
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蒲
原
郡
馬
場
村
で
山
ノ
内
氏
勝
の
墓
守
を
世
襲
す
る
目
黒
家
に
つ

い
て
、「
先
祖
之
義
天
正
十
八
庚
寅
年
奥
州
横
田
落
城
之
後
御
当

地
江
引
移
り
、
往
古
よ
り
脇
立
肝
煎
役
被
仰
付
相
勤
候
」
と
記
録

さ
れ
て
い
る
（
下
田
村
史
編
集
委
員
会
、一
九
七
一
：
八
一
五
頁
）。

と
く
に
九
代
目
黒
名
左
衛
門
は
、
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
に
死

亡
す
る
ま
で
脇
立
肝
煎
、
鹿
峠
組
大
庄
屋
次
席
、
鹿
峠
組
大
庄
屋

を
歴
任
し
た
。

　
「
嘉
永
六
年　

森
町
組
役
成
年
暦
書
上
帳
」
に
は
、
蒲
原
郡
棚

鱗
村
の
目
黒
家
に
つ
い
て
、「
先
祖
来
暦
之
義
は
、
奥
州
会
津
郡

横
田
村
城
主
山
内
刑
部
大
輔
氏
勝
臣
目
黒
藤
太
郎
重
政
と
申
、
横

田
村
ニ
住
居
仕
候
、然
ル
処
天
正
十
八
庚
寅
年
横
田
城
没
落
之
砌
、

主
人
氏
勝
ニ
随
従
当
国
へ
来
り
所
々
漂
泊
ス
、
氏
勝
病
死
之
後
故

有
て
当
村
ニ
百
姓
ニ
相
成
住
居
仕
候
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
下
田

村
史
編
集
委
員
会
、一
九
七
一
：
七
五
〇
頁
）。
目
黒
家
は
棚
鱗
村
、

永
島
新
田
両
村
の
肝
煎
、
組
頭
を
世
襲
し
て
い
た
。
十
一
代
藤
左

衛
門
は
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
か
ら
棚
鱗
村
・
永
島
新
田
両
村

肝
煎
、
棚
鱗
村
組
頭
を
歴
任
し
た
。

　

三
条
付
近
で
は
、
籠
場
村
庄
屋
で
あ
る
横
山
清
右
衛
門
家
の
祖

先
が
会
津
横
田
城
主
山
ノ
内
刑
部
の
家
老
で
あ
り
、
慶
長
年
間
下

田
大
浦
村
に
移
り
、籠
場
村
を
開
発
し
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
る（
三

条
市
史
編
修
委
員
会
、
一
九
八
三
：
四
二
三-

四
二
四
頁
）。

　

栃
尾
郷
に
お
い
て
も
、
山
ノ
内
家
家
来
が
帰
農
、
あ
る
い
は
開

村
し
た
と
い
う
伝
承
を
持
つ
村
が
多
い
。「
山
ノ
内
俊
温
公
越
国

大
浦
御
墓
参
道
中
日
記
」に
み
え
る
半
蔵
金
村
田
代
山
内
家
、烏
ヶ

島
村
諏
佐
家
、
矢
沢
家
、
中
村
目
黒
家
、
泉
村
宮
島
家
の
ほ
か
に

も
、
西
中
野
俣
村
山
内
家
、
東
中
野
俣
村
諏
佐
家
、
河
野
村
矢
沢

家
、
小
林
家
、
小
貫
村
箕
輪
家
、
軽
井
沢
村
多
田
家
、
本
津
川
村

今
井
家
な
ど
が
山
ノ
内
家
家
来
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
（
栃
尾
市
史

編
集
委
員
会
、
一
九
七
七
：
三
〇
九
頁
）。

　

烏
ヶ
島
村
の
諏
佐
八
右
衛
門
は
文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
か
ら

文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
ま
で
、
泉
村
の
宮
島
家
は
元
禄
二

（
一
六
八
九
）年
か
ら
享
保
三（
一
七
一
八
）年
、宝
暦
七（
一
七
五
七
）

年
か
ら
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
、
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
か

ら
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
の
三
度
に
わ
た
り
栃
尾
郷
西
谷
の
割

元
に
就
い
て
い
る
。
ま
た
、
中
村
目
黒
家
、
東
中
野
俣
村
須
佐
家
、

河
野
村
小
林
家
も
庄
屋
を
勤
め
て
い
た
（
山
崎
、
一
九
七
〇
：

十
七-
五
一
頁
）。

　

半
蔵
金
村
田
代
の
山
内
忠
右
衛
門
家
に
関
し
て
『
温
古
の
栞
』
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に
は
、
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
古
志
郡
半
蔵
金
村
枝

田
代
分
山
内
忠
右
衛
門
の
家
は
、
瀧
口
経
俊
後
胤
山
内
刑
部
丞
俊

通
の
血
統
に
し
て
、
奥
州
會
津
郡
大
倉
入
の
城
主
と
な
り
、
高
五

萬
石
を
領
せ
し
に
、
慶
長
二
酉
年
同
郡
會
津
の
城
主
蒲
生
家
の
為

め
攻
落
さ
れ
し
よ
り
当
地
の
民
間
に
住
す
。（
中
略
）
當
家
譜
代

の
従
臣
三
百
餘
名
、
何
れ
も
二
君
に
仕
へ
ざ
る
を
誓
ひ
、
栃
尾
郷

下
田
郷
、
及
び
會
津
郡
の
山
間
に
住
居
し
、
農
に
就
き
、
猟
を
業

と
し
相
讀
す
る
家
多
し（
温
古
談
話
会
、一
九
七
七
：
三
四
四
頁
）」。

　

魚
沼
郡
横
根
村
の
布
沢
家
、
大
白
河
新
田
村
の
浅
井
家
も
山
ノ

内
家
家
来
で
あ
っ
た
。「
文
化
元
年　

御
尋
付
系
図
書
上
帳
」に
は
、

当
主
で
あ
る
布
沢
彦
右
衛
門
か
ら
五
代
遡
っ
た
布
沢
與
左
衛
門
政

信
に
つ
い
て
、「
奥
州
会
津
郡
布
沢
里
ヲ
移
住
、
越
後
国
魚
沼
郡

薮
上
庄
横
根
村
為
村
長
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
布
沢
、

一
九
八
八
：
一
一
一
頁
）。「
新
編
会
津
風
土
記　

卷
之
百
十
九
」

越
後
国
魚
沼
郡
大
白
川
新
田
村
の
項
に
は
、「
彦
九
郎
此
村
の
荘

屋
な
り
、
家
系
を
按
ず
る
に
先
祖
は
浅
井
帯
刀
秀
政
と
て
、
贈
大

納
言
長
政
卿
よ
り
出
で
し
と
云
、
秀
政
近
江
国
よ
り
奥
の
会
津
に

至
り
山
内
氏
勝
に
事
へ
、
後
此
地
に
来
り
住
せ
り
と
ぞ
、
今
の
彦

九
郎
は
七
世
の
孫
な
り
と
云
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
（
花
見
、

一
九
六
〇
：
三
三
二
頁
）。「
浅
井
氏
系
図
」
に
よ
れ
ば
、
秀
政
の

孫
に
当
た
る
弥
次
右
衛
門
政
直
は
大
白
川
口
留
番
所
番
人
を
兼

ね
、
分
家
に
は
大
栃
山
村
、
東
名
村
な
ど
の
庄
屋
を
勤
め
る
家
も

あ
っ
た
（
入
広
瀬
村
教
育
委
員
会
、
一
九
七
九
：
一
七
一
頁
）。

　

越
後
国
蒲
原
郡
、
魚
沼
郡
で
肝
煎
、
庄
屋
、
口
留
番
所
番
人
、

大
庄
屋
、
割
元
な
ど
を
務
め
る
山
ノ
内
家
家
来
衆
は
、
越
後
国
か

ら
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続
き
に
も
関
わ
る
「
頭
立
候
者
」

で
あ
り
、
山
ノ
内
俊
温
の
墓
参
を
契
機
に
長
谷
部
忠
右
衛
門
と
面

識
を
持
っ
た
「
知
縁
寄
辺
之
方
」
で
も
あ
っ
た
。

　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、「
山
ノ
内
俊
温
公
越
國
大
浦
御
墓
参
道
中
日
記
」

に
も
と
づ
い
て
、
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
八
月
の
墓
参
行
程
を

復
原
す
る
と
と
も
に
、
山
ノ
内
俊
温
一
行
が
交
流
を
持
っ
た
人
々

を
史
料
か
ら
抽
出
し
て
、
そ
の
系
譜
を
辿
っ
た
。

　

墓
参
に
随
行
し
た
会
津
郡
叶
津
村
名
主
と
叶
津
口
留
番
所
番
人

を
兼
ね
る
長
谷
部
忠
右
衛
門
は
、
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
に
移

住
者
引
き
入
れ
を
田
島
陣
屋
に
建
議
し
て
、天
保
二
（
一
八
三
一
）

年
ま
で
に
越
後
国
な
ど
か
ら
約
百
七
十
人
を
引
き
入
れ
た
。
忠
右



― 208 ―

衛
門
は
、
越
後
国
の
「
頭
立
候
者
」、
あ
る
い
は
下
田
郷
、
三
条
、

燕
、
地
蔵
堂
、
見
附
、
今
町
、
長
岡
、
栃
尾
谷
の
「
知
縁
寄
辺
之

方
」
を
訪
問
し
て
、移
住
者
募
集
を
依
頼
し
た
と
記
し
て
い
る
（
川

口
、
二
〇
〇
五
、二
〇
一
五
、K

aw
aguchi, 1997

）。
そ
こ
で
、

忠
右
衛
門
が
ど
の
よ
う
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
移
住
者

募
集
を
行
っ
た
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
本
史
料
を
検
討
し
た
。

　

十
泊
十
一
日
に
及
ぶ
墓
参
の
行
程
で
、
俊
温
一
行
は
、
鎌
倉
時

代
以
来
の
旧
領
で
あ
る
奥
会
津
を
追
わ
れ
て
十
六
世
紀
末
か
ら
越

後
国
蒲
原
郡
、
魚
沼
郡
に
土
着
・
帰
農
し
た
山
ノ
内
家
家
来
衆
の

歓
待
を
受
け
た
。
墓
参
を
契
機
に
、
会
津
藩
士
で
あ
る
若
松
・
山

ノ
内
家
と
越
後
国
の
家
来
衆
と
は
緊
密
な
関
係
を
保
ち
、
忠
右
衛

門
は
両
者
を
繋
ぐ
連
絡
網
の
要
と
な
っ
た
。
下
田
郷
、
三
条
、
燕
、

地
蔵
堂
、
見
附
、
今
町
、
長
岡
、
栃
尾
周
辺
に
住
む
山
ノ
内
家
家

来
衆
の
な
か
に
は
、
越
後
国
か
ら
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
縁
組
手
続

き
に
関
わ
る
庄
屋
や
肝
煎
を
世
襲
し
た
家
、
あ
る
い
は
大
庄
屋
、

割
元
、口
留
番
所
番
人
を
務
め
た
家
も
確
認
で
き
る
。
本
稿
で
は
、

長
谷
部
忠
右
衛
門
が
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
移
住
者
募
集
を
依
頼
し

た
越
後
国
の
「
頭
立
候
者
」、「
知
縁
寄
辺
之
方
」
が
、
蒲
原
郡
や

魚
沼
郡
の
村
々
に
土
着
・
帰
農
し
て
村
役
人
を
務
め
る
山
ノ
内
家

家
来
衆
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。

　

今
後
、
越
後
国
に
住
む
山
ノ
内
家
家
来
衆
の
系
譜
を
引
く
家
を

対
象
に
、
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
移
住
者
に
関
わ
る
史
料
の
発
見
に

努
め
た
い
。
移
住
者
引
き
入
れ
を
田
島
陣
屋
に
願
い
出
た
者
の
中

に
は
、
会
津
郡
川
島
組
関
本
村
仮
名
主
・
渡
辺
四
郎
右
衛
門
の
よ

う
に
、山
ノ
内
家
と
の
関
係
が
確
認
で
き
な
い
者
も
み
ら
れ
る（
川

口
、
二
〇
一
八
）。
四
郎
右
衛
門
が
蒲
原
郡
な
ど
か
ら
移
住
者
を

引
き
入
れ
た
方
法
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

謝
辞　

筆
者
は
、
約
三
十
年
前
に
福
島
県
大
沼
郡
金
山
町
教
育
委
員
会
の

御
厚
情
に
よ
り
、「
山
ノ
内
俊
温
公
越
國
大
浦
御
墓
参
道
中
日
記
」
を
は

じ
め
、
大
竹
門
三
家
文
書
の
閲
覧
・
複
写
を
許
さ
れ
た
。
筆
者
の
怠
慢
の

た
め
、
本
史
料
の
翻
刻
・
紹
介
が
、
今
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫

び
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
そ
の
ご
厚
情
に
深
謝
し
た
い
。
翻
刻
に
あ
た

り
、
東
昇
先
生
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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。
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史
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史
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史
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史
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。
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寛
政
十
年
「
山
ノ
内
俊
温
公
越
國
大
浦
御
墓
参
道
中
日
記
」
大
竹

門
蔵
扣
　
翻
刻

凡
例

・
原
文
の
表
記
は
、
原
則
と
し
て
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
、
仮
名

は
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。
た
だ
し
、常
用
漢
字
以
外
の
文
字
、

「
江
」、「
ゑ
」、「
而
」、「
志
」、「
者
」、「
邊
」、「
与
」、「
茂
」、「
連
」、

「
ゟ
」、「
〆
」
は
、
原
文
ど
お
り
に
し
た
。

・
丁
替
え
は
、「
』」
で
示
し
、
そ
の
下
に
丁
数
と
表
裏
を
、
た
と

え
ば
「
』（
一
表
）」、「
』（
一
裏
）」
の
よ
う
に
表
記
し
た
。

・
読
解
の
便
を
考
慮
し
て
、
句
読
点
を
付
し
た
。

翻
刻

　
　
　

寛
政
十
戌
午
年　
　

山
ノ
内
藤
太
輔
家
臣

山
ノ
内
俊
温
公
越
國
大
浦
御
墓
参
道
中
日
記

　
　
　

八
月
吉
祥
日　
　
　
　
　

大
竹
門
蔵
扣
（
表
紙
）」

　
　
　

覚　
　
　

一
、
今
度
山
ノ
内
俊
温
公
、
御
年
廿
二
才
、
越
後
国
大
浦
御
先
祖
御

墓
参
被
遊
候
ニ
付
、
御
供
之
者
共
八
月
十
六
日
ニ
叶
津
長
谷
部

忠
右
衛
門
宅
御
泊
り
、
相
揃
申
候
人
々
左
ニ 

。

　
　
　

横
田
村　
　
　

横
田
源
蔵　
　
　
　

年
廿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山
久
三
郎　
　
　

行
年
七
十
二
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
沢
清
兵
衛　
　
　

年
廿
二

　
　
　

橋
立　
　
　
　

長
谷
川
喜
右
衛
門　

年
六
十
四

　
　

喜
右
衛
門
義
ハ
源
蔵
後
見
、
大
川
中
丸
役
兼
務
也
。

　
　
　

山
入
村　
　
　

須
佐
喜
藤
次　
　
　

年
三
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
竹
門
蔵　
　
　
　

年
三
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
佐
玄
泰　
　
　
　

年
四
十
六

　
　
　

大
塩
村　
　
　

菅
家
太
郎
左
衛
門　

年
三
十

　
　
　

叶
津
村　
　
　

長
谷
部
忠
右
衛
門　

年
四
十
三
』（
一
表
）

　
　
　

本
名
村　
　
　

渡
部
愿
総

　
　

愿
総
義
ハ
大
石
組
惣
代
也
。

御
鑓
持
壱
人　

為
御
馳
走　

横
田
源
蔵
差
出
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　

越
川

御
立
笠
持
壱
人　

同　
　
　

出
羽
茂
左
衛
門
差
出
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　

沼
沢

御
挟
箱
持
壱
人　

同　
　
　

高
根
沢
治
惣
右
衛
門
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越
川　

横
田
新
右
衛
門
、
両
人
ニ
而
差
出
ス
。

御
具
足
櫃
持　
　
　
　
　
　

御
草
履
取
壱
人　
　
　
　

 

長
谷
部
忠
右
衛
門
才
判
ニ
而
下
荒
井

ゟ
出
ス
。

　
　

〆

右
之
者
共
八
月
十
六
日
長
谷
部
宅
江
相
詰
メ
申
候
。
其
節
主
人
俊

温
公
ゟ
被　

仰
渡
候
趣
左
ニ

一
、
衣
服
之
義
有
合
を
用
ひ
、
倹
約
ニ
出
立
邊
き
事
。
并
ニ
品
数

多
ク
持
参
不
致
荷
物
貫
目
軽
く
可
致
事
。

一
、
桃
灯
蝋
足
持
参
可
致
事
。

一
、
薬
丸
散
等
凡
而
厚
ク
心
懸
持
参
可
致
事
。

一
、
他
邦
之
人
ニ
對
候
義
ハ
勿
論
、
相
互
之
間
ニ
て
茂
い
か
つ
ケ
敷

義
無
之
様
相
慎
、
口
論
等
堅
ク
致
間
敷
候
事
。』（
一
裏
）

一
、
宿
ニ々
於
て
不
左
法
成
義
無
之
様
相
慎
、
座
席
等
不
取
散
様

　
　

可
致
事
。

一
、
可
成
丈
ハ
宿
々
の
世
話
不
成
様
可
致
事
。
高
聲
等
騒
か
敷

　
　

致
間
敷
候
。

一
、
自
分
目
鑑
を
以
役
之
諸
事
申
付
候
間
、
我
意
立
違
背
及
間
敷

候
事
。

右
此
方
と
違
ひ
、他
邦
江
罷
越
候
義
、不
笑
様
ニ
と
申
聞
候
。
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
ノ
内
藤
太
夫

　
　
　
　

午
八
月

右
之
通
リ
被
仰
渡
一
統
奉
畏
御
仕
候
事
。

一
、
越
国
表
江
御
先
触
之
扣

　
　
　
　

覚

一
、
鞍
下
馬　
　
　
　
　
　

壱
疋

一
、
軽
尻　
　
　
　
　
　
　

弐
疋

一
、
徒
歩　
　
　
　
　
　
　

三
人
』（
二
表
）

右
者
會
津
家
中
山
ノ
内
藤
太
輔
、
當
十
七
日
叶
津
村
出
起
、
越
後

国
大
浦
村
ヘ
罷
通
リ
候
ニ
付
、
書
面
之
人
馬
差
支
無
之
様
被
設
置
度

候
。
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
ノ
内
藤
太
夫
内

　

午
八
月
十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
部
忠
右
衛
門

　
　
　
　

通
筋
役
人
中

一
、 
八
里
越
人
足
之
義
、
只
見
村
、
蒲
生
村
、
塩
沢
村
、
十
嶋
村
、

寄
岩
村
、
叶
津
村
、
右
六
ケ
村
ニ
而
人
足
十
三
人
為
御
馳
走
差

出
申
候
。 

芦よ
し

平平

村
迠
荷
物
送
り
申
候
事
。

　
　

十
七
日
之
未
明
、
長
谷
部
宅
御
出
立
被
遊
候
ニ
付
、
中
ノ
平
村



― 212 ―

山
先
入
叶
津
山
さ
き
両
人
罷
出
、
叶
津
ゟ
弐
拾
四
五
丁
山
ヘ

登
り
ぶ
よ
め
き
と
言
所
ニ
山
ノ
神
御
鎮
座
有
、
右
山
さ
き
両
人

奉
麻
御
道
中
御
安
全
之
祈
願
を
な
す
。
御
主
人
ニ
茂
礼
拝
被

遊
、
御
供
之
者
共
皆
々
三
拝
ス
。』（
二
裏
）
暫
御
休
被
遊
、

御
詩
作
被
遊
候
。
左
ニ
。

　
　
　
　

磴
道
千
盤
碧
樹
稠

　
　
　
　

悲
風
嘯
虎
谷
還
幽

　
　
　
　

﨑
嶇
不
啻
峡
中
嶮

　
　
　
　

或
恐
清
猿
使
客
愁

　
　

右
之
御
作
被
遊
、
各
々
列
を
み
た
さ
す
御
出
有
。
さ
て
八
拾

里
の
山
中
半
ニ
大
成
る
小
屋
有
。
此
所
越
後
国
葎
谷
村
淀
右

衛
門
与
申
者
、
酒
肴
を
持
セ
伜
御
迎
ニ
差
出
シ
置
御
馳
走
致

侯
。
叶
津
長
谷
部
氏
ゟ
茂
、
弁
当
に
し
め
等
持
参
致
品
々
御

馳
走
有
。
各
々
酒
ゑ
ん
し
て
、
さ
し
も
き
こ
ゆ
る
八
拾
里
之

大
山
を
酒
能
太
寿
け
を
ゑ
て
、
高
噺
ニ
而
ゑ
き
け
る
。
此
日

御
泊
り
ハ
、
芦
平
村
名
主
源
兵
衛
宅
御
泊
り
な
り
。
右
村
百

姓
代
御
迎
ニ
罷
出
候
事
。
右
御
泊
り
へ
長
崎
村
喜
右
衛
門
与
申

者
罷
出
、
御
家
来
ニ
被
成
下
度
由
、
長
谷
部
氏
を
以
御
願
申

上
候
。
御
主
人
よ
り
』（
三
表
）
右
之
趣
横
田
源
蔵
、
須
佐

玄
泰
御
召
被
遊
、
中
間
一
統
談
事
之
上
宜
取
計
ひ
可
申
由
被

仰
聞
、
各
々
談
事
之
上
、
喜
右
衛
門
方
ヘ
相
尋
申
候
所
、
元

来
伊
北
筋
ゟ
先
祖
引
越
候
趣
訳
ヶ
有
之
候
ニ
付
被
任
願
ニ
、

剰
吉
田
喜
右
衛
門
を
御
家
来
ニ
御
加
被
遊
。

　
　

同
十
八
日
朝
、
長
嶋
村
御
家
来
之
者
目
黒
藤
左
衛
門
御
馳
走

と
し
て
、
乗
か
け
馬
を
引
セ
御
迎
ニ
罷
出
候
。
そ
れ
ゟ
芦
平

村
御
出
起
被
遊
、
葎
谷
村
入
口
に
村
松
様
御
番
所
あ
り
。
長

谷
部
氏
主
人
罷
通
り
候
趣
相
届
ケ
候
ヘ
ハ
、
御
番
人
罷
出
一

礼
有
。
御
通
り
可
被
遊
由
御
番
役
人
申
候
而
、
各
々
罷
通
り

申
候
而
相
改
御
通
り
被
遊
候
。
そ
れ
ゟ
淀
右
衛
門
宅
へ
御
立

寄
被
遊
、御
吸
物
酒
肴
色
々
御
馳
走
致
候
。
此
所
御
立
被
遊
、

長
崎
村
吉
田
喜
右
衛
門
宅
ヘ
御
立
寄
。
是
茂
御
吸
物
御
酒

種
々
之
肴
出
シ
こ
わ
飯
等
茂
仕
度
設
置
御
』（
三
裏
）
供
方
不

残
差
出
シ
申
候
事
。
此
所
萩
堀
村
御
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
田
半
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

八
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

吉
之
丞

　
　

右
之
者
共
御
迎
ニ
罷
出
申
候
事
。
そ
れ
ゟ
吉
田
氏
御
立
被
遊

候
。
藤
左
衛
門
義
ハ
通
り
筋
ゟ
か
た
わ
ら
ニ
て
借
家
を
致
仮
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宅
ニ
而
御
昼
設
を
致
候
事
。
御
吸
物
本
膳
二
膳
凡
而
肴
等
念
を

附
候
こ
ん
立
之
義
、
別
帳
ニ
有
。
此
所
ヘ
目
黒
市
左
衛
門
伜
平

蔵
御
迎
ニ
罷
出
申
候
。
そ
れ
ゟ
中
ノ
原
村
明
安
寺
ヘ
御
立
寄

被
遊
、
是
ニ
而
茂
品
々
御
馳
走
有
。
御
供
方
一
統
暫
酒
ゑ
ん
有

之
候
。
役
僧
清
柳
軒
茹
川
与
云
仁
罷
出
、
御
供
方
ヘ
取
成
申
候

事
。
此
所
御
出
立
、
馬
場
村
江
御
急
き
被
遊
候
ハ
ハ
、
萩
堀
村

役
人
横
田
七
郎
右
衛
門
与
申
者
上
下
ニ
而
御
迎
ニ
罷
出
申
候
。

馬
場
村
入
口
ヘ
目
黒
市
左
衛
門
、
同
藤
十
郎
麻
上
下
ニ
而
御
迎
ニ

罷
出
候
事
。
御
道
中
行
列
左
ニ
』（
四
表
）

御　

御
先
徒
管
家
太
郎
左
衛
門 

瀧
沢
清
兵
衛 
長
谷
川
喜
右
衛
門

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
立
弓　

御
駕
御
本
陣

列　

御
先
同
須
佐
喜
藤
次　
　

 

大
竹
門
蔵　

 

須
佐
玄
泰

　
　

長
谷
部
忠
衛
門
若
党
役
』（
四
裏
）

　
　

御
鑓
持　
　
　
　
　
　

御
具
足
持

　
　

御
草
履
取
御
挟
箱
持  

御
牽
馬　

医
師　

渡
部
愿
総

　
　

御
立
笠
持

　
　

御
路
乗
り　

横
田
源
蔵　

小
者
壱
人
』（
五
表
）

　
　

目
黒
市
左
衛
門
宅
御
着
被
遊
、
御
主
人
入
ノ
間
ニ
御
入
被
遊
、

と
ん
す
も
ふ
せ
ん
を
敷
御
着
座
被
遊
、
御
座
之
左
右
ニ
横
田

源
蔵
、
須
佐
玄
泰
、
ニ
ノ
間
ニ
ハ
各
々
連
席
ス
。
御
座
附
ニ
ハ

　
　

目
黒
市
左
衛
門
麻
上
下
ニ
而
の
し
三
方
を
捧
ク
。
次
ニ
市
左
衛

門
妻
、
同
娘
両
人
箱
入
之
菓
子
三
方
ヘ
の
セ
て
捧
献
ス
。
次
ニ

伜
平
蔵
御
さ
か
つ
き
を
上
ク
。
御
吸
物
本
膳
二
膳
三
膳
引
落

茶
碗
森
品
々
こ
ん
立
ハ
別
帳
有
り
。

　
　

十
九
日
朝
、
御
目
見
ヘ
之
者
左
ニ

　
　
　
　
　
　
　

萩
堀
村　
　
　

横
田
半
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

八
右
衛
門
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同　

吉
之
丞

　
　
　
　

栃
尾
郷
烏
嶋
村　
　
　

須
佐
八
右
衛
門

　
　
　
　

三
条
在
月
岡
村　
　
　

中
沢
佐
平
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
佐
順
庵

　
　
　
　

御
直
所
加
茂
町　
　
　

中
沢
半
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

如
法
寺
村　
　
　

大
桃
藤
右
衛
門

　
　
　
　

か
こ
ば
村
』（
五
裏
）　

横
山
仁
兵
衛

　
　
　
　
　
　

〆

　
　

右
之
者
共
御
目
見
相
済
御
召
替
被
遊
、
皆
々
清
服
し
て
麻

上
下
ニ
而
御
墓
参
被
遊
候
。
覚
翁
院
殿
御
墓
掃
除
宜
出
来
あ

ら
た
成
る
へ
り
取
を
敷
、
香
花
燈
明
供
物
あ
り
て
御
三
拝

被
遊
、
御
供
之
士
皆
々
三
拝
九
拝
た
て
ま
つ
り
、
誠
に
勇

敷
古
を
思
ひ
出
し
、
落
泪
致
者
あ
り
。
そ
れ
ゟ
延
命
寺
ヘ
御

立
寄
被
遊
、
住
僧
山
門
迠
御
出
迎
有
。
客
殿
御
案
内
有
。

御
供
之
士
も
皆
々
御
座
席
ニ
連
座
ス
。
御
茶
御
菓
子
、
あ
ん

餅
不
残
ヘ
御
出
シ
被
成
候
。
暫
有
、
御
暇
乞
被
遊
候
ヘ
ハ
、

御
住
寺
山
門
外
迠
御
見
送
り
被
成
候
。
そ
れ
ゟ
三
代
寺
江
御

参
拝
被
遊
候
。
是
も
山
門
迠
住
寺
番
僧
御
出
迎
あ
り
。
住

僧
御
先
キ
立
被
成
、
礼
ノ
間
に
』（
六
表
）
被
為
入
、
直
ニ
御

位
は
い
の
間
御
居
り
被
遊
、
中
小
姓
役
ノ
者
御
刀
を
持
御
左

り
の
後
ロ
座
ス
。
其
外
御
供
面
々
左
右
ニ
連
座
ス
。
俊
温
公
覚

翁
院
御
位
は
い
ニ
被
為
向
三
拝
し
て
祭
文
を
被
誦
上
候
。
其

文
ニ
曰
。

　
　

維
寛
政
十
年
次
戌
午
秋
八
月
辛
酉
朔
十
五
日
丙
午
末
孫
山
ノ

内
俊
温
謹
備
清
酌
庶
差
之
奠
再
拝
稽
首
敢
昭
告
十
曩
祖
覚
翁

公
之
廟
曰
嗚
呼
遙
哉
曩
祖
之
雲
清
標
霜
潔
馨
徳
闌
薫
高
節
外

峻
絶
誠
内
植
化
行
邑
里
恵
洽
穆
庶
宗
族
親
睦
僎
臣
和
集
天
正

兆
乱
金
軰
是
紝
赫
々
曩
祖
屡
佐
平
氏
大
出
顕
届
東
征
比
戊
示

威
示
徳
仙
道
之
郡
』（
六
裏
）
不
庭
来
服
逆
収
具
功
有
声
奥

中
嗚
呼
擾
乱
既
平
天
命
帰
一
ニ
比
旧
臣
易
葉
為
農
伊
北
金
谷

以
到
越
州
千
有
餘
家
惟
是
萃
處
去
地
既
遠
歴
歳
百
餘
故
事
尽

存
遺
風
藹
然
咸
念
旧
時
不
遺
宗
家
惟
吾
曩
祖
遺
徳
所
到
惟
是

曩
祖
為
魁
為

遺
芳
餘
烈
奮
呼
百
世
令
望
顕
於
無
窮
嗟
呼
偉

哉
茶
以
本
支
之
祚
実
及
鄙
宗
俊
温
不
肖
辱
纉
先
緒
曩
祖
餘
慶

禄
百
石
以
得
奉
祀
道
路
攸
遠
緜
力
不
足
棟
宇
之
構
蕪
穢
是
恐

蘋
繁
之
薦
廃
闙
是
懼
而
有
大
浦
人
目
黒
氏
者
幸
佐
墓
側
修
護

頽
毀
掃
除
塋
』（
七
表
）
壟
四
時
不
怠
也
以
為
常
其
誠
其
忠

惟
霊
所
知
不
肖
俊
温
請
暇
乎
官
跋
渉
遠
来
初
謁
祖
廟
敢
進
不
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腆
之
献
謹
修
如
在
之
敬
呼
吾
曩
祖
威
霊
儼
然
清
明
赫
焉
嗚
呼

盛
哉
尚
饗
。

　
　

終
り
。

　
　

如
此
誦
終
て
礼
ノ
間
御
入
被
遊
、
御
僧
方
ヘ
御
礼
義
被
遊
、

御
供
士
共
各
々
一
礼
相
済
、
御
菓
子
御
茶
銘
々
御
馳
走
有
。

御
帰
り
之
時
大
門
先
キ
迠
僧
方
両
人
御
見
送
り
有
。
市
左
衛
門

御
案
内
ニ
而
右
宅
ヘ
御
帰
り
被
遊
。
御
召
替
相
済
、
御
詩
作
有
。

　
　
　
　

倦
烏
帰
飛
暮
色
寒

　
　
　
　

高
樓
把
酒
暫
留
歓

　
　
　
　

醉
来
正
好
弾
瑶
瑟

　
　
　
　

目
掛
青
山
萬
樹
端
』（
七
裏
）

　
　

如
此
御
作
被
遊
、
市
左
衛
門
ニ
被
下
候
。
其
時
市
左
衛
門
申

候
ハ
是
ゟ
地
蔵
堂
ヘ
御
使
者
被
遣
可
然
哉
与
言
上
ス
。
御
主

人
尤
与
被
思
召
、
即
刻
須
佐
玄
泰
ニ
使
者
相
勤
候
様
被
仰
付
、

奉
畏
十
九
日
七
ツ
半
頃
馬
場
村
を
出
起
、
三
条
山
形
屋
又
四

郎
宅
泊
り
、
廿
日
五
ツ
時
罷
立
、
地
蔵
ど
う
へ
急
キ
、
地
蔵
堂

冨
取
金
蔵
宅
相
尋
案
内
し
て
入
け
れ
ハ
、
四
拾
八
九
ノ
婦
人

罷
出
、
口
上
私
義
ハ
金
蔵
後
家
ニ
御
座
候
。
亭
主
義
去
年
中

病
死
仕
申
候
所
、
子
共
と
て
も
持
不
申
、
別
而
近
年
内
證
以

之
外
不
如
意
ニ
罷
成
、
下
人
迚
茂
差
置
不
申
。
今
度
山
ノ
内

若
殿
様
大
浦
迠
御
な
り
之
様
子
、
先
達
而
奉
承
知
候
へ
と
も
、

御
機
嫌
窺
ニ
茂
差
上
不
申
、
心
外
不
忍
義
ニ
奉
存
候
。
今
朝

人
を
頼
為
窺
ニ
差
上
申
候
。
私
家
之
義
者
先
年
さ
と
そ
ふ
動

之
』（
八
表
）
節
見
届
ケ
候
様
被
仰
付
委
細
様
子
聞
届
ケ
言
上

仕
候
。
御
し
や
う
ひ
と
し
て
御
紋
附
挑
灯
手
鑓
拝
料
仕
居
り
、

今
に
大
切
ニ
仕
、
家
ノ
た
か
ら
ニ
致
置
候
。
段
々
訳
ケ
柄
御

座
候
。
家
ニ
今
度
御
入
を
御
願
不
申
段
ハ
家
之
先
祖
連
合
ニ

對
し
私
ハ
大
不
幸
物
と
、
こ
れ
の
み
な
け
か
し
く
奉
存
幷
御

ら
ん
被
下
候
通
り
私
壱
人
ニ
而
候
。
何
共
十
方
く
れ
申
候
。
此

段
宜
様
御
取
成
偏
ニ
御
願
申
上
候
与
泪
に
く
れ
し
有
様
、
使

者
見
前
之
利
に
セ
ま
り
、
早
々
暇
乞
し
て
罷
帰
り
申
候
。

　
　

此
日
ハ
俊
温
公
目
黒
氏
を
御
出
立
被
遊
、
籠
場
横
山
仁
兵
衛

宅
御
立
寄
被
遊
候
。
御
吸
物
種
々
御
馳
走
有
。
此
所
へ
右
地

蔵
堂
両
所
使
者
至
来
し
て
委
ク
相
知
れ
候
事
。
そ
れ
ゟ
加
茂

へ
御
移
り
被
遊
、
人
馬
之
義
ハ
目
黒
横
山
両
氏
ニ
而
』（
八
裏
）

加
茂
迠
差
出
し
申
候
。
加
茂
町
中
沢
太
郎
兵
衛
御
昼
御
馳
走

不
残
こ
ん
立
別
帳
あ
り
。此
日
ハ
湯
川
御
泊
り
御
願
申
候
所
、

俄
に
病
気
障
り
出
来
、
月
岡
御
泊
り
相
成
加
茂
ゟ
中
沢
吉
之
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丞
は
や
馬
ニ
而
月
岡
へ
案
内
ス
。
加
茂
御
帰
り
人
馬
之
義
加
茂

ゟ
不
残
差
出
し
道
中
半
に
ち
ゃ
屋
弐
軒
有
。
此
所
ニ
夜
ニ
入

し
ば
ら
く
御
休
ニ
被
遊
候
。
此
所
地
蔵
堂
御
使
者
須
佐
玄
泰

帰
着
仕
、
金
蔵
宅
之
様
不
洩
御
披
露
仕
候
事
。
そ
れ
ゟ
各
々

挑
灯
出
シ
仕
度
ス
。
主
人
一
首
詠
し
給
ふ
。

　
　
　
　

道
遠
み
志
ら
ぬ
野
原
の
夕
附
日

　
　
　
　
　
　

志
は
し
の
暮
そ
宿
と
り
か
る
ま
て

　
　

そ
れ
ゟ
各
々
御
出
立
有
。
加
茂
ゟ
高
挑
ち
ん
壱
は
り
月
岡
ゟ

　
　

高
ち
や
う
ち
ん
出
ス
。
高
挑
灯
』（
九
表
）
弐
張
り
主
人
の
前

後
立
テ
、
手
ち
や
う
ち
ん
弐
拾
は
り
、
頃
茂
廿
日
の
よ
い
や

み
に
、
道
を
て
ら
し
志
ち
や
う
ち
ん
の
た
だ
日
中
の
こ
と
く

ゆ
ゆ
し
か
り
け
る
宿
入
な
り
。
月
岡
ニ
な
り
け
れ
ハ
須
佐
順

庵
御
宿
也
。
中
沢
左
平
次
、
大
桃
藤
右
衛
門
麻
上
下
ニ
て
御

迎
ニ
罷
出
、
御
馳
走
之
義
筆
紙
に
つ
く
し
か
た
し
。
こ
ん
立

帳
ニ
有
。
此
晩
御
詩
作
被
遊
候
。
左
ニ

　
　
　
　

海
門
杯
酒
對
新
晴

　
　
　
　

水
源
青
天
月
色
明

　
　
　
　

不
残
良
霄

公
興

　
　
　
　

玉
簫
金
管
至
三
更

　
　

此
詩
順
庵
ニ
被
下
、
又
一
首
詠
し
候
へ
。

　
　
　
　

敷
嶋
乃
道
も
さ
や
け
き
月
岡
の

　
　
　
　
　
　

さ
と
に
し
な
く
は
ふ
み
や
迷
ん
』（
九
裏
）

　
　

此
歌
佐
平
次
ニ
被
下
。

　
　

廿
一
日
ニ
月
岡
を
御
立
被
遊
、
如
宝
寺
村
い
ろ
り
ゟ
火
出
候

所
へ
御
立
寄
被
遊
、
大
桃
藤
右
衛
門
麻
上
下
ニ
而
御
案
内
申
候
。

此
所
ニ
而
一
首
。

　
　
　
　

萬
代
の
末
き
わ
ま
ら
ぬ
た
か
ら
か
な

　
　
　
　
　
　

く
に
に
か
が
や
く
宿
の
筒
の
火

　
　

此
歌
藤
右
衛
門
へ
被
下
幷
和
歌
ニ
火
た
い
は
な
き
も
の
也
。

た
だ
即
き
や
う
也
被
仰
候
。
此
日
人
馬
之
義
ハ
月
岡
両
人
、

如
宝
寺
村
大
桃
藤
右
衛
門
三
人
ニ
而
見
附
迠
差
出
ス
。
尤
須

佐
順
庵
見
附
迠
御
案
内
ス
。
見
附
駅
蔦
屋
惣
兵
衛
宅
御
泊
リ
。

此
所
御
機
嫌
窺
罷
出
候
者
左
ニ

　
　
　
　
　
　

栃
尾
郷
杉
沢
村　
　

矢
沢
忠
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

烏
嶋　
　
　
　

須
佐
八
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

田
代　
　
　
　

山
内
忠
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代　

忠
七

　
　

此
所
二
夜
御
泊
り
。
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廿
三
日
見
附
御
出
立
被
遊
、
原
村
へ
御
移
り
被
遊
候
。
杉
沢

村
矢
沢
忠
兵
衛
乗
か
け
馬
出
ス
。』（
十
表
）
須
佐
八
右
衛
門

鞍
下
馬
駕
出
ス
。
六
尺
者
一
統
の
か
ん
ば
ん
き
セ
、
に
き
に

き
し
き
あ
り
様
な
り
。
見
附
役
人
共
御
見
送
り
致
候
。
杉
沢

村
忠
兵
衛
所
江
御
立
寄
被
遊
候
。
種
々
之
御
馳
走
御
供
方
迠

不
残
菓
子
あ
ん
餅
品
々
出
候
。
其
路
此
所
御
迎
ニ
罷
出
候
者

左
ニ
。

　
　
　
　
　
　

八
右
衛
門
伜　
　
　

須
佐
住
之
丞

　
　
　
　
　
　

栃
尾
町　
　
　
　
　

同　

弥
惣
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

中
村　
　
　
　
　
　

目
黒
文
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
嶋
仁
右
衛
門

　
　

右
之
者
御
機
嫌
窺
ニ
罷
出
候
。
そ
れ
ゟ
烏
嶋
へ
御
移
り
御
通
先

キ
道
筋
ほ
ふ
き
を
以
木
葉
を
は
き
申
候
事
。
栃
尾
郷
ゟ
大
白

　
　

川
迠
ハ
御
休
、
御
昼
、
御
泊
り
所
皆
ニ
札
を
立
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

休

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

昼

　
　
　
　
　
　
　
　
　

泊
り

　
　

八
右
衛
門
所
御
昼
入
口
ゟ
両
か
わ
へ
ま
く
を
は
り
。』（
十
裏
）

御
馳
走
不
残
料
理
方
手
を
つ
く
し
そ
ろ
。
水
の
物
に
な
ミ
に

う
さ
ぎ
か
き
つ
は
た
花
何
連
茂
玉
子
ニ
而
作
り
候
へ
と
も
、
誠

に
生
の
よ
ふ
に
相
見
へ
申
候
。
本
膳
二
膳
吸
物
ハ
こ
ん
立
帳
ニ

く
わ
し
く
記
ス
。
そ
れ
栃
尾
町
須
佐
弥
惣
右
衛
門
へ
御
立
寄
御

茶
御
菓
子
差
上
候
。
町
役
人
目
明
シ
善
昌
寺
旦
頭
御
迎
ニ
罷

出
候
。
役
僧
山
門
迠
御
迎
此
所
ニ
而
駕
あ
り
。
礼
義
有
。
に
わ

外
迠
住
僧
御
迎
先
立
チ
し
て
座
席
へ
御
案
内
有
。
礼
ノ
間
へ
も
ふ

セ
ん
敷
被
置
主
人
ニ
茂
直
ニ
設
乃
し
と
祢
ニ
御
居
り
被
遊
、
横

田
源
蔵
、
須
佐
玄
泰
左
右
ニ
座
ス
。
御
先
手
御
供
頭
何
連
茂
大

廣
間
ニ
連
席
有
。
此
夕
、
覚
翁
院
公
百
五
拾
回
忌
御
法
事
有
。

御
僧
三
人
誦
経
有
。
主
人
ニ
ハ
御
紋
附
に
か
た
ひ
ら
定
紋
附

之
麻
上
下
被
為
召
候
。』（
十
一
表
）
御
供
之
侍
皆
清
服
し
て

麻
上
下
主
人
客
殿
被
為
入
、
御
刀
ハ
須
佐
玄
泰
拾
得
を
着
シ

御
刀
を
持
主
人
之
左
後
ロ
ニ
座
ス
。
横
田
源
蔵
右
之
脇
ニ
座
ス
。

そ
れ
管
家
太
郎
左
衛
門
、
須
佐
喜
藤
次
、
大
竹
門
蔵
、
瀧
沢

清
兵
衛
、長
谷
川
喜
右
衛
門
、長
谷
部
忠
右
衛
門
、渡
部
愿
総
、

須
佐
八
右
衛
門
、
各
々
さ
け
刀
ニ
而
連
座
ス
。
同
須
佐
弥
惣
右

衛
門
、
矢
沢
助
左
衛
門
、
目
黒
文
左
衛
門
、
宮
嶋
仁
右
衛
門
、

山
内
忠
右
衛
門
、
同
忠
七
、
各
々
一
統
連
座
あ
り
。
御
経
終
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て
御
志
や
う
香
被
遊
。
そ
れ
ゟ
座
付
次
第
ニ
御
志
や
う
香
た

て
ま
つ
り
本
座
に
帰
居
ス
。
善
昌
寺
御
馳
走
之
義
、
筆
紙
ニ

つ
く
し
か
た
し
。こ
ん
立
別
帳
ニ
あ
り
。一
首
詠
た
ま
へ
け
る
。

　
　
　
　

浮
世
を
は
よ
そ
な
る
宿
に
尋
き
て

　
　
　
　
　
　

つ
ら
き
我
身
の
う
さ
も
わ
す
る
る
』（
十
一
裏
）

　
　

住
僧
御
願
ニ
ハ
覚
翁
院
様
被
為
遊
御
座
候
ニ
付
、
ま
く
に
御
紋

拝
料
仕
度
由
を
願
被
成
候
。
被
任
御
意
候
。
其
文
云
。

　
　
　
　
　
　

覚

　
　

一
、
今
度
手
前
定
紋
御
こ
ん
も
ふ
ニ
付
任
御
意
ニ
白
一
文
字

黒
一
文
字
也
。
裏
紋
ハ
丸
之
内
ニ
三
ツ
葉
か
し
遣
之
候
。

以
来
御
用
可
被
成
候
。
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

會
津
家
中　

山
ノ
内
藤
太
輔

　
　
　
　

寛
政
十
戌
午
八
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
温
判

　
　
　
　

善
昌
寺
様

　
　

此
所
ニ
而
長
岡
浪
人
宮
内
蔵
之
助
ト
云
者
主
人
ニ
得
御
意
度
由

住
寺
』（
十
二
表
）
を
頼
願
申
候
ニ
付
、
對
面
被
遊
候
。
主
人

を
ほ
め
そ
ろ
歌
を
詠
し
け
る
。

　
　

俊
温
公
御
返
歌
に

　
　
　
　

つ
た
な
く
て
ふ
み
面
た
に
わ
け
や
ら
す

　
　
　
　
　
　

な
を
と
り
あ
ハ
ぬ
志
つ
か
水
く
き

　
　

此
歌
を
御
返
シ
被
遊
候
。
此
所
ニ
而
八
右
衛
門
、
大
助
様
御
手

跡
須
佐
家
之
旧
記
を
御
目
ニ
か
け
候
ニ
、
一
首
被
遊
候
。

　
　
　
　

と
ど
免
置
人
そ
か
し
こ
し
水
く
き
の

　
　
　
　
　
　

な
か
れ
て
の
世
茂
残
る
跡
か
な

　
　

此
歌
八
右
衛
門
ニ
被
下
。

　
　

廿
四
日
朝
法
事
夕
与
同
し
な
り
。そ
れ
此
寺
御
出
立
被
遊
候
。

住
寺
半
僧
山
門
迠
御
目
送
り
、
原
村
名
主
旦
頭
内
田
惣
次
左

衛
門
、
町
野
弥
三
右
衛
門
上
下
ニ
而
御
見
送
り
名
主
目
明
栃
尾

　
　

町
迠
御
送
り
。
廿
四
日
晩
御
泊
り
』（
十
二
裏
）
横
根
村
布
沢

彦
右
衛
門
宅
御
泊
り
。
御
馳
走
常
な
ら
す
。
右
彦
右
衛
門
大

家
也
。
此
者
御
家
来
ニ
被
成
下
度
由
御
願
申
上
候
。
訳
ケ
相

尋
申
候
所
、
先
祖
會
津
布
沢
ゟ
引
越
シ
候
者
、
旧
記
等
有
之

候
ニ
付
任
願
ニ
連
判
ニ
被
加
候
事
。
此
晩
大
白
川
名
主
御
機
嫌

窺
ニ
罷
出
候
。

　
　

廿
五
日
大
白
川
御
泊
り
ニ
相
成
候
。
廿
五
日
朝
、
須
佐
八
右

衛
門
、
山
内
忠
七
是
迠
御
見
送
り
致
候
。
廿
五
日
朝
、
御
暇

乞
致
残
多
を
お
し
ミ
、
御
歌
詠
し
玉
ふ
。

　
　
　
　

は
る
は
る
と
き
つ
つ
な
れ
に
し
旅
衣
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ぬ
き
わ
か
れ
う
き
今
日
の
雲
哉

　
　

山
内
忠
右
衛
門
へ
送
ら
れ
け
る
。
又
詩
作
罷
遊
候
。

　
　
　
　

東
籬
秋
満
逕
狩
荒

　
　
　
　

的
々
金
葩
映
夕
陽

　
　
　
　

正
好
晩
餐
供
楚
客
』（
十
三
表
）

　
　
　
　

凌
霜
且
発
数
枝
香

　
　

如
此
御
作
被
遊
、
彦
右
衛
門
ニ
被
下
候
。
そ
れ
よ
り
横
根
村

御
出
立
被
遊
、
大
白
川
へ
御
移
り
。
此
間
弐
里
半
余
、
壱
里

半
斗
り
行
て
大
白
川
領
分
字
火
打
石
与
云
所
有
。
此
所
へ
三

間
余
の
小
屋
か
け
ま
く
を
は
り
、
仮
殿
を
も
よ
ふ
し
弁
当
、

に
し
め
、
焼
鳥
等
酒
を
持
参
致
、
こ
れ
ニ
て
暫
酒
ゑ
ん
あ
り
。

そ
れ
ゟ
御
立
被
遊
、
大
白
川
宿
浅
井
彦
九
郎
宅
ヘ
被
為
着
候
。

御
馳
走
之
義
筆
紙
ニ
尽
か
た
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
井
彦
九
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
安
又
右
衛
門

　
　

右
両
人
御
家
来
ニ
被
成
下
度
御
願
申
上
候
。
こ
れ
茂
訳
ケ
柄

有
之
者
共
故
、
被
任
願
ニ
連
判
帳
御
加
へ
被
遊
候
。
此
夜
詩

作
被
遊
候
。
左
ニ
』（
十
三
裏
）

　
　
　
　

紫
門
松
竹
傍
渓
青

　
　
　
　

幾
載
山
中
結
北
亭

　
　
　
　

莫
道
貧
居
無
長
物

　
　
　
　

牀
頭
一
巻
蘂
珠
紅

　
　

此
し
彦
右
衛
門
被
下
。

　
　

廿
六
日
大
白
川
御
出
立
。
人
足
三
拾
人
余
為
御
馳
走
ニ
出
立
ス
。

六
拾
里
越
四
里
之
間
道
普
請
鍬
作
り
致
候
。
山
道
三
里
程
登
り

弁

、
酒
、
に
し
め
、
焼
鳥
、
岩
な
等
持
参
致
、
其
之
外
か
ん

な
べ
、敷
物
、硯
ふ
た
不
残
為
持
、人
家
之
酒
ゑ
ん
同
前
ニ
而
品
々

御
馳
走
致
候
。
各
々
酒
き
け
ん
ニ
て
山
と
も
思
わ
す
登
り
け
る
。

峠
迠
田
子
倉
村
、
石
伏
、
只
見
三
ケ
村
ゟ
御
迎
ニ
人
足
を
連
立

罷
出
申
候
。
廿
六
日
晩
、
田
子
倉
村
御
泊
り
。
皆
川
喜
平
治
宅

此
所
御
逗
留
あ
り
。
廿
七
日
ニ
ハ
』（
十
四
表
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
竹
門
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
佐
喜
藤
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

管
家
太
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
沢
清
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
挟
箱
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
立
笠
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〆
六
人
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右
之
衆
中
廿
七
日
田
子
倉
村
ニ
而
御
暇
申
受
帰
宅
致
候
。
長

谷
川
喜
右
衛
門
、
長
谷
部
忠
右
衛
門
、
渡
部
愿
総
、
廿
九
日
、

只
見
村
ニ
而
御
暇
申
受
罷
帰
り
申
候
。
瀧
沢
清
兵
衛
、
大
竹
門

蔵
ニ
者
伊
北
筋
附
添
候
様
、
御
主
人
ニ
茂
達
而
御
留
め
被
遊

候
へ
と
も
、
右
両
人
内
々
用
事
差
合
候
趣
申
達
シ
一
同
罷
帰

り
申
候
。
相
残
り
御
附
添
申
候
者
横
田
源
蔵
、
須
佐
玄
泰
、

当
組
、
大
石
組
、
黒
谷
組
、
和
泉
田
組
四
ヶ
組
御
順
村
、
扣

被
下
方
献
上
物
扣
、』（
十
五
裏
）
何
連
茂
別マ

帳マ
ニ
有
。

一
、
伊
北
筋
ゟ
御
帰
り
九
月
七
日
。
布
沢
迠
御
迎
ニ
罷
出
者
横
田
、

越
川
、
大
塩
、
田
沢
、
山
入
、
大
岐
、
六
ケ
村
ゟ
弐
百
人
斗

新
遠
路
ゟ
夜
入
挑
灯
を
御
附
被
遊
候
。
大
竹
門
蔵
、
須
佐
玄

泰
、
新
遠
路
ニ
而
御
暇
申
御
わ
か
れ
申
候
。
其
時
之
御
歌
ニ

　
　
　
　

け
ふ
わ
か
れ
あ
す
わ
お
ふ
身
と
思
ひ
と
も

　
　
　
　
　
　

夜
に
な
り
ぬ
ら
ん
袖
の
露
け
き

　
　

此
御
歌
大
竹
須
佐
両
人
江
被
仰
ヲ
別
れ
申
候
事
。』（
十
六
表
）
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